
秦
漢
交
代
期
に
お
け
る
民
・
夷
の
帰
属
と
編
成

序
論

　
秦
始
皇
帝
は
、
六
国
征
服
と
そ
れ
に
続
く
郡
制
の
施
行
に
よ
り
、

文
明
発
祥
以
来
つ
ね
に
複
数
の
「
邦
」
が
並
存
し
て
き
た
「
天
下
」

世
界
を
、
初
め
て
単
一
の
「
秦
」
の
下
に
統
合
し
た
。
し
か
し
「
秦
」

一
国
に
よ
る
「
天
下
」
の
統
治
は
、
早
く
も
二
世
皇
帝
期
に
破
綻
し
、

反
秦
勢
力
の
蜂
起
と
秦
楚
戦
争
の
結
果
、
秦
は
滅
亡
の
淵
へ
と
転
落

し
、
楚
の
項
羽
を
盟
主
と
し
て
諸
侯
王
が
分
立
す
る
西
楚
覇
王
の
体

制
が
成
立
し
た
。
「
天
下
」
は
再
び
、
複
数
の
「
邦
」
が
分
立
す
る

世
界
へ
と
回
帰
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
項
羽
の
覇
権
も
永
続
せ
ず
、

楚
漢
戦
争
に
勝
利
し
た
漢
王
劉
邦
が
「
天
下
」
を
統
合
す
る
が
、
復

活
し
た
諸
侯
国
分
立
の
影
響
は
な
お
強
く
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
漢

初
の
統
治
体
制
は
、
戦
国
秦
・
統
一
秦
と
い
う
時
期
を
異
に
す
る
国

制
の
遺
産
に
加
え
、
楚
漢
戦
争
期
に
お
け
る
諸
侯
分
封
体
制
の
現
実

を
継
承
し
た
上
で
組
み
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
秦
漢
交
代
期

を
巨
視
的
に
観
れ
ば
、
あ
る
時
点
で
安
定
的
な
「
統
一
」
が
達
成
さ

れ
た
時
代
と
い
う
よ
り
も
、
試
行
錯
誤
や
揺
り
戻
し
を
経
な
が
ら
、

渡
　
邉
　
英
　
幸

か
な
り
長
期
間
に
わ
た
り
「
統
一
」
が
模
索
さ
れ
た
時
期
と
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
秦
漢
交
代
期
に
あ
っ
て
、
秦
や
漢
は
自
国
以
外
の
諸
「
邦
」

を
ど
の
よ
う
に
統
合
し
、
他
国
民
や
異
民
族
を
い
か
に
し
て
統
治
・

編
入
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
「
邦
」
を
超
え
た
統
合

の
あ
り
方
を
こ
こ
で
は
仮
に
「
帝
国
」
的
構
造
と
呼
ぼ
う
。
周
知
の

よ
う
に
、
漢
王
朝
の
「
帝
国
」
的
構
造
に
関
す
る
研
究
を
切
り
開
い

た
の
は
栗
原
朋
信
氏
の
「
内
臣
／
外
臣
」
構
造
論
で
あ
っ
た
。
栗
原

説
は
等
差
的
に
外
延
部
へ
と
広
が
る
中
国
王
朝
の
秩
序
構
造
を
と
ら

え
た
研
究
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
研
究
は
、
「
内

属
」
の
理
解
な
ど
個
々
の
論
点
に
疑
問
が
残
り
、
ま
た
周
・
秦
。
漢

の
封
建
制
度
を
連
続
的
に
と
ら
え
た
り
、
漢
代
の
「
内
／
外
」
構
造

や
印
章
制
度
を
固
定
的
に
論
じ
た
り
す
る
と
い
う
問
題
を
含
ん
で
お

り
、
総
じ
て
史
料
的
限
界
に
大
き
く
制
約
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。

　
そ
の
後
、
睡
虎
地
秦
簡
や
張
家
出
漢
簡
に
代
表
さ
れ
る
出
土
資
料

の
発
見
に
よ
り
、
秦
漢
史
の
研
究
は
め
ざ
ま
し
い
深
化
を
遂
げ
て
き
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た
。
さ
ら
に
近
年
で
は
里
耶
秦
簡
や
岳
麓
書
院
秦
簡
な
ど
、
統
一
泰

期
の
史
料
も
飛
躍
的
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
進
め
ら

れ
て
き
た
、
秦
漢
交
代
期
に
お
け
る
上
記
の
「
帝
国
」
的
構
造
に
関

わ
る
諸
研
究
は
、
大
き
く
次
の
四
つ
に
区
分
可
能
で
あ
る
。

　
ま
ず
第
一
は
、
戦
国
秦
の
秩
序
構
造
研
究
で
あ
る
。
睡
虎
地
秦
簡

の
発
見
は
、
戦
国
秦
が
｛
臣
邦
｝
「
外
臣
邦
」
・
「
諸
侯
」
と
い
っ
た

区
分
を
設
け
、
直
轄
郡
県
と
は
別
に
「
臣
邦
」
を
通
じ
た
統
治
体
制

を
構
築
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
統
治
経
路
に
基
づ
く
政
治
的
・
血
統

的
な
帰
属
を
「
夏
」
の
概
念
に
よ
り
説
明
づ
け
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
内
臣
／
外
臣
」
構
造
の
原
型
が
戦
国

秦
に
遡
及
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
ま
た
他
国
人
の
秦
へ
の
同

化
過
程
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
関
連
条
文
に
つ
い
て
は
工

藤
元
男
氏
の
先
駆
的
か
つ
包
括
的
な
研
究
を
は
じ
め
、
諸
氏
が
活
発

な
議
論
を
展
開
し
て
お
り
、
筆
者
も
先
に
そ
れ
ら
を
批
判
・
総
合
し

た
私
見
を
提
示
し
て
い
る
。

　
第
二
は
、
漢
代
の
異
民
族
統
治
や
「
外
臣
」
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。

栗
原
氏
の
古
典
的
研
究
に
対
し
、
官
僚
制
度
や
印
章
制
度
の
方
面
か

ら
批
判
や
精
緻
化
か
進
め
ら
れ
て
き
た
。
異
民
族
の
服
属
形
態
や
そ

れ
を
管
轄
す
る
官
制
に
つ
い
て
は
小
林
聡
氏
・
熊
谷
滋
三
氏
、
印
章

制
度
に
つ
い
て
は
小
林
庸
浩
氏
・
渡
辺
恵
理
氏
・
吉
闘
将
人
氏
・
阿

部
幸
信
氏
の
研
究
が
あ
り
、
ほ
か
に
張
家
出
漢
簡
『
奏
識
書
』
を
用

い
て
漢
初
の
異
民
族
統
治
を
検
討
し
た
伊
藤
敏
雄
氏
・
中
村
威
也
氏

ら
の
研
究
が
あ
る
。

　
第
三
は
、
漢
初
に
お
け
る
他
国
人
の
処
遇
・
編
入
や
爵
割
に
関
す

る
研
究
で
あ
る
。
半
開
元
氏
は
一
連
の
高
祖
集
団
研
究
の
中
で
「
高

祖
五
年
詔
」
を
取
り
上
げ
、
「
軍
功
受
益
階
層
」
の
成
立
と
民
の
編

成
を
包
括
的
に
論
じ
た
。
さ
ら
に
陳
偉
氏
は
『
奏
書
』
に
見
え
る
民
・

奴
婢
の
帰
属
に
関
す
る
案
例
を
分
析
し
、
「
占
書
名
数
」
（
戸
籍
へ
の

登
記
）
の
手
続
き
を
復
元
し
た
。
ま
た
朱
紹
侯
・
石
岡
浩
・
宮
宅
潔
・

楯
身
智
志
・
松
島
隆
眞
ら
諸
氏
は
、
張
家
出
漢
簡
を
用
い
て
漢
初
の

爵
制
構
造
や
、
秦
爵
・
楚
爵
か
ら
漢
爵
へ
の
移
行
を
論
じ
て
い
る
。

　
そ
し
て
第
四
は
、
「
内
臣
／
外
臣
」
構
造
そ
の
も
の
に
関
す
る
研

究
で
あ
り
、
諸
侯
王
の
位
置
づ
け
や
「
内
／
外
」
構
造
の
歴
史
的
変

化
が
近
年
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。
南
越
や
長
沙
国
に
つ
い
て
は
吉
闘

将
人
氏
、
漢
初
の
諸
侯
王
国
に
つ
い
て
は
杉
村
伸
二
氏
・
阿
部
幸
信

氏
・
斎
藤
幸
子
氏
、
「
内
／
外
」
構
造
に
つ
い
て
は
大
櫛
敦
弘
氏
・

高
津
純
也
氏
・
阿
部
幸
信
氏
の
研
究
が
あ
り
、
近
年
は
漢
初
の
諸
侯

王
国
の
「
独
立
性
」
や
、
「
内
臣
／
外
臣
」
構
造
の
未
成
立
が
強
調

さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
認
識
に
は
、
張
家
山
漢
簡
の
知
見
が
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
秦
漢
交
代
期
の
「
帝
国
」
的
構
造
に
関
す
る
の
議

論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
う
ち
本
稿
が
取
り
上
げ
る
の
は
、

秦
や
漢
が
、
他
の
諸
侯
国
人
や
異
民
族
を
ど
の
よ
う
に
自
国
民
に
編

入
し
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
秦
・
漢
に
よ
る
他
国
民
の
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編
入
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
第
一
の
系
統
で
戦
国
秦
の
場
合
が
、

第
三
の
系
統
で
漢
初
の
場
合
が
そ
れ
ぞ
れ
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
両

者
間
の
関
連
性
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
戦
国
秦

の
律
文
に
見
え
る
「
夏
子
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
は
、
工
藤
元
男

氏
以
降
、
先
行
研
究
の
ほ
ぼ
全
て
が
秦
人
へ
の
「
同
化
」
規
定
と
解

釈
し
て
き
た
が
、
そ
の
理
解
に
は
大
き
な
疑
問
が
残
る
。
ま
た
異
民

族
の
統
治
。
編
入
の
過
程
に
つ
い
て
も
、
第
∇
第
二
の
系
統
で
検

討
が
加
え
ら
れ
て
き
た
が
、
一
般
の
郡
県
民
の
場
合
と
の
違
い
は
な

お
不
明
確
で
あ
る
。

　
筆
者
は
先
に
戦
国
秦
の
「
臣
邦
」
統
治
体
制
と
「
夏
」
・
「
夏
子
」

を
論
ず
る
中
で
、
秦
に
よ
る
他
国
民
の
編
入
過
程
に
つ
い
て
も
若
干

の
私
見
を
提
示
し
た
が
、
張
家
山
漢
簡
『
奏
書
』
な
ど
の
関
連
史

料
を
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
ま
ず
睡

虎
地
秦
簡
の
「
夏
子
」
概
念
を
再
整
理
し
た
上
、
『
奏
書
』
や
里

耶
秦
簡
の
関
連
記
事
を
検
討
し
、
秦
漢
交
代
期
に
お
け
る
民
・
夷
の

帰
属
・
編
入
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
れ
は
ま
た
旧
稿
に
頂
戴

し
た
批
判
に
対
す
る
、
遅
ま
き
な
が
ら
の
回
答
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
は
次
節
に
お
い
て
戦
国
秦
の
「
夏
子
」
認
定
を
め
ぐ
る
見
解
の

相
違
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

一
、
秦
律
の
「
夏
子
」
再
論

　
睡
虎
地
秦
簡
『
法
律
答
間
』
第
一
七
七
～
一
七
八
簡
に
は
、
戦
国

秦
が
両
親
の
婚
姻
関
係
や
出
生
地
に
よ
っ
て
、
生
ま
れ
る
人
間
を
区

分
し
た
「
夏
子
」
と
「
真
」
な
る
属
性
が
見
え
る
。

　
　
眞
臣
邦
君
公
有
、
致
耐
以
上
、
令
贖
。
可
（
何
）
謂
眞
。

　
　
臣
邦
父
母
産
子
、
及
産
它
邦
、
而
是
謂
眞
。
・
可
（
何
）
謂
夏

　
　
子
。
・
臣
邦
父
・
秦
母
謂
（
也
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
法
律
答
間
』
第
一
七
七
～
一
七
八
簡
）

　
　
　
律
文
に
「
真
の
臣
邦
君
公
が
耐
罪
以
上
の
罪
を
犯
し
た
と
し

　
　
て
も
、
〔
耐
刑
・
肉
刑
を
適
用
せ
ず
〕
贖
金
を
納
入
さ
せ
よ
」

　
　
と
あ
る
。
「
真
」
と
は
何
か
。
臣
邦
人
の
父
と
母
の
間
に
生
ま

　
　
れ
た
子
供
、
お
よ
び
它
邦
生
ま
れ
の
人
間
は
、
こ
れ
を
「
真
」

　
　
と
い
う
。
「
夏
子
」
と
は
何
か
。
臣
邦
人
の
父
親
と
秦
人
の
母

　
　
親
の
間
に
生
ま
れ
た
子
供
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
条
文
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
主
流
で
あ
っ
た
見
解
は
、
「
夏
子
」

を
秦
国
人
と
見
な
し
、
他
国
民
や
異
民
族
を
秦
に
同
化
す
る
規
定
で

あ
っ
た
と
す
る
認
識
で
あ
る
。
こ
の
見
地
に
立
つ
代
表
的
な
研
究
者

が
工
藤
元
男
氏
で
あ
る
。
工
藤
氏
の
見
解
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
。

　
「
臣
邦
」
と
は
秦
側
の
領
域
を
示
す
語
句
で
あ
り
、
秦
は
も
と

　
　
も
と
の
領
域
で
あ
る
「
故
秦
」
に
対
し
、
占
領
し
た
土
地
を
「
臣
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邦
」
に
編
入
し
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
、
異
民
族
の
居
住
地
に

　
　
設
置
さ
れ
た
「
郡
」
に
当
た
る
地
方
行
政
官
府
（
属
邦
と
し
て

　
　
の
臣
邦
）
、
服
属
し
祭
祀
の
存
続
の
み
を
許
さ
れ
た
国
（
附
庸

　
　
と
し
て
の
臣
邦
）
、
そ
し
て
旧
六
国
の
地
に
設
置
さ
れ
た
郡
県

　
　
が
含
ま
れ
る
。

　
「
夏
子
」
と
は
「
身
分
上
、
完
全
な
秦
国
人
」
を
意
味
し
、
そ

　
　
の
認
定
条
件
は
秦
人
の
母
親
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
こ
れ
に
対
し
、
「
真
」
と
は
他
国
出
身
者
、
す
な
わ
ち
「
客
」

　
　
身
分
を
あ
ら
わ
す
法
制
上
の
表
現
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ

　
　
の
原
義
は
「
純
粋
な
」
で
は
な
く
「
生
ま
れ
」
に
関
連
す
る
何

　
　
ら
か
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。

　
す
る
と
「
臣
邦
」
を
含
む
秦
側
の
領
域
に
お
い
て
、
生
ま
れ
る

　
　
子
供
が
「
夏
子
」
に
認
定
さ
れ
る
の
か
「
真
」
に
認
定
さ
れ
る

　
　
の
か
は
、
「
一
に
そ
の
母
親
の
身
分
に
か
か
っ
て
」
い
た
。
戦

　
　
国
秦
は
、
こ
う
し
た
身
分
制
を
テ
コ
と
し
て
、
占
領
地
に
お
け

　
　
る
異
邦
人
の
「
秦
化
」
を
進
め
て
い
た
。
た
だ
こ
の
よ
う
に
考

　
　
え
る
と
、
歴
代
案
王
な
ど
、
秦
人
男
性
と
他
国
出
身
の
女
性
と

　
　
の
間
に
生
ま
れ
た
子
供
を
説
明
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
王
室
に

　
　
は
別
の
規
定
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
右
の
よ
う
に
工
藤
氏
は
、
「
夏
子
／
真
」
を
「
秦
国
人
／
他
国
出

身
者
（
客
）
」
を
あ
ら
わ
す
概
念
と
理
解
し
、
被
征
服
民
の
秦
人
へ

の
同
化
が
、
秦
人
女
性
と
の
婚
姻
・
出
生
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い

た
と
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
秦
に
服
属
し
た
他
国
民
や
異
民
族
は
第

一
世
代
で
は
未
だ
「
客
」
の
ま
ま
で
あ
り
、
秦
へ
の
完
全
な
同
化
に
は
、

秦
人
女
性
と
の
婚
姻
と
、
そ
の
子
供
の
出
生
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
と
い
う
。
こ
の
見
解
の
根
底
に
は
、
他
国
出
身
者
が
服
属
後
も

依
然
「
非
秦
人
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
と
す
る
認
識
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
「
夏
子
」
を
秦
国
人
の
意
味
と
解
し
、
そ
の
認
定
が
母
方

の
出
自
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
た
と
す
る
考
え
方
を
、
仮
に
「
母

親
決
定
論
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
秦
律
の
「
臣
邦
」
と
「
夏
」

を
分
析
し
、
「
母
親
決
定
論
」
と
は
異
な
る
見
解
を
提
示
し
た
。
い

ま
「
夏
子
／
真
」
の
理
解
に
関
わ
る
部
分
に
限
っ
て
抽
出
。
再
録
す

れ
ば
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

巾
　
戦
国
秦
は
、
郡
県
制
に
よ
る
統
治
領
域
の
拡
大
と
並
行
す
る
形

　
　
で
、
直
ち
に
解
体
困
難
な
異
民
族
の
集
団
や
、
公
子
・
功
臣
を

　
　
封
君
・
侯
と
し
て
分
封
し
た
封
地
、
そ
し
て
「
内
臣
」
化
し
た

　
　
諸
侯
国
な
ど
、
臣
属
す
る
君
主
を
通
じ
た
「
封
建
」
的
な
統
治

　
　
経
路
を
構
築
し
て
い
た
。
こ
の
統
治
経
路
に
属
す
る
国
や
集
団

　
　
を
「
臣
邦
」
と
い
い
、
そ
れ
は
秦
の
強
い
統
制
下
に
置
か
れ
て

　
　
い
た
が
、
あ
く
ま
で
も
「
秦
」
と
は
別
の
「
邦
」
で
あ
り
、
そ

　
　
の
属
民
も
「
秦
」
の
民
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
。

㈲
　
「
臣
邦
」
の
統
治
階
層
に
降
嫁
し
た
秦
人
女
性
が
生
ん
だ
子
供

　
　
は
、
「
臣
邦
人
」
で
あ
り
な
が
ら
「
夏
」
の
血
統
を
引
く
人
物
、
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す
な
わ
ち
「
夏
子
」
と
認
定
さ
れ
た
。
「
夏
子
」
と
は
い
わ
ば
「
準

　
　
１
　
人
」
の
意
味
で
あ
り
、
秦
と
の
血
統
的
な
結
び
つ
き
を
表
し

　
　
た
一
代
限
り
の
属
性
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
両
親
と
も
に
「
臣

　
　
邦
人
」
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
は
、
「
它
邦
」
生
ま
れ
の
人
物
と

　
　
同
様
に
「
真
」
と
認
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
純
粋
な
非
秦
人
」

　
　
の
意
味
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
「
臣
邦
人
」
に
対
し
、
他
の
諸
侯
国
人
や
異
民
族
の

　
　
人
々
が
秦
に
帰
属
し
た
り
、
征
服
さ
れ
て
秦
の
郡
県
組
織
に
編

　
　
入
さ
れ
た
場
合
は
、
た
だ
ち
に
「
秦
」
に
編
入
さ
れ
た
。
ま
た

　
　
「
秦
」
の
父
親
か
ら
生
ま
れ
た
人
物
は
、
母
親
の
出
自
に
関
係

　
　
な
く
、
す
べ
て
「
泰
」
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

　
　
る
。
秦
律
は
父
方
の
出
自
に
よ
り
「
秦
／
臣
邦
／
它
邦
」
を
分

　
　
類
し
た
上
、
と
く
に
「
臣
邦
人
」
に
関
し
て
母
親
の
出
自
に
基

　
　
づ
き
「
夏
子
／
真
」
の
区
別
を
設
け
て
い
た
。

　
右
の
見
解
は
「
夏
」
や
「
夏
子
」
を
「
秦
」
を
中
心
と
し
た
関
係

概
念
と
し
て
と
ら
え
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
夏
子
」
は
、
「
秦
人
」

と
同
義
で
は
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
「
秦
」
の
外
延
に
設
け
ら
れ
た
、

非
秦
人
を
結
び
つ
け
る
属
性
で
あ
り
、
「
同
化
」
で
は
な
く
「
羈
縻
」

に
属
す
る
概
念
で
あ
っ
た
。
『
法
律
答
間
』
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、

秦
が
母
方
の
出
自
に
よ
り
自
国
民
と
異
邦
人
を
一
律
に
区
別
し
た

り
、
自
国
民
女
性
と
の
婚
姻
を
通
じ
て
異
邦
人
の
同
化
を
進
め
た
り

し
て
い
た
事
実
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
む
し
ろ
、
父
系
の
原
理
が
自

明
の
共
通
認
識
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
推
定
し
た
。

　
そ
の
後
、
拙
稿
に
対
し
て
柿
沼
陽
平
氏
が
批
評
を
発
表
し
、
私
見

に
過
分
の
評
価
を
示
さ
れ
る
と
も
に
、
幾
つ
か
の
点
で
批
判
を
提
示

さ
れ
た
。
中
で
も
「
夏
子
」
に
関
わ
る
主
要
な
論
点
で
は
、
①
秦
律

に
生
ま
れ
る
子
供
の
出
自
概
念
と
し
て
の
「
秦
」
が
存
在
し
た
根
拠

が
な
い
、
②
秦
人
の
父
親
と
臣
邦
の
母
親
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
が
「
夏

子
」
で
あ
っ
た
可
能
性
も
残
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
工
藤
元
男
氏
の
研
究
は
、
秦
律
の
「
臣
邦
」
。
「
夏
」
関
連
条
文
を

初
め
て
体
系
的
に
取
り
上
げ
た
重
要
な
業
績
で
あ
る
。
ま
た
柿
沼
氏

の
批
評
は
、
拙
稿
を
構
造
的
に
把
握
し
た
上
で
、
個
々
の
論
点
に
つ

い
て
よ
り
踏
み
込
ん
だ
自
説
を
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
か
か
る

批
評
を
頂
戴
し
た
こ
と
は
拙
稿
に
と
っ
て
の
光
栄
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
秦
の
勢
力
圏
内
で
生
ま
れ
る
子
供
が
母
親

の
身
分
に
よ
り
一
律
に
「
夏
子
＝
完
全
な
秦
国
人
」
と
「
真
＝
他
国

出
身
者
（
客
）
」
に
区
別
さ
れ
て
い
た
と
す
る
「
母
親
決
定
論
」
に
は
、

や
は
り
大
き
な
疑
問
が
残
る
。
以
下
、
前
稿
で
は
詳
細
に
論
究
で
き

な
か
っ
た
点
を
含
め
、
い
ま
一
度
「
夏
子
／
真
」
の
内
容
を
明
ら
か

に
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
「
母
親
決
定
論
」
へ
の
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
説
に
従
え
ば
秦

の
占
領
地
に
住
む
人
々
は
、
秦
本
国
か
ら
移
住
し
て
き
た
女
性
と
婚

姻
関
係
を
結
ぶ
以
外
、
秦
国
人
に
認
定
さ
れ
る
方
途
が
な
か
っ
た
こ

と
に
な
る
。
だ
が
被
征
服
地
に
自
国
民
の
女
性
を
大
量
に
移
住
さ
せ
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る
よ
う
な
政
策
が
、
果
た
し
て
あ
り
得
る
だ
ろ
う
か
。
仮
に
他
国
か

ら
獲
得
し
た
郡
全
体
を
「
母
親
決
定
論
」
に
従
っ
て
「
秦
化
」
し
よ

う
と
す
れ
ば
、
何
万
人
も
の
女
性
を
移
住
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ

ん
な
政
策
を
行
え
ば
秦
本
国
の
人
口
バ
ラ
ン
ス
は
崩
壊
す
る
で
あ
ろ

う
し
、
占
領
地
拡
大
に
伴
う
破
綻
は
目
に
見
え
て
い
る
。
抑
も
人
類

社
会
に
お
い
て
、
征
服
者
が
被
征
服
者
の
男
性
に
遍
く
自
国
民
女
性

を
配
る
よ
う
な
政
策
が
行
わ
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
す
る
と
秦
人

の
女
性
と
通
婚
機
会
の
な
い
大
多
数
の
男
性
は
、
何
世
代
も
「
客
」

の
ま
ま
留
め
置
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
「
秦
化
」
を
進
め
る

規
定
と
は
到
底
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
ま
た
征
服
地
に
は
秦
か
ら
兵
卒
・
吏
民
な
ど
の
形
で
大
量
の
男
性

の
移
住
が
予
想
さ
れ
る
。
秦
占
領
後
の
江
漢
地
区
で
大
量
に
造
営
さ

れ
た
泰
墓
の
存
在
は
、
占
領
地
に
置
か
れ
た
郡
県
に
秦
人
男
性
が
移

住
し
、
現
地
に
葬
ら
れ
て
い
た
事
実
を
示
唆
す
る
。
当
然
、
こ
の
よ

う
な
入
権
者
の
秦
人
男
性
と
現
地
の
被
征
服
民
の
女
性
と
の
結
婚
も

発
生
し
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
「
母
親
決
定
論
」
に
従
え
ば
、
こ

の
関
係
で
生
ま
れ
た
子
供
は
全
て
「
真
」
と
認
定
さ
れ
て
し
ま
う
。

秦
の
郡
県
領
域
に
入
植
し
た
秦
人
男
性
が
、
現
地
の
女
性
と
婚
姻
し
、

次
々
「
他
国
出
身
者
」
を
生
み
出
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
前
稿
で
も
指
摘
し
た
が
、
秦
の
王
族
が
代
々
他
国
出
身
の

女
性
を
娶
っ
て
い
た
事
実
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
う
し
た

婚
姻
関
係
で
生
ま
れ
た
諸
公
子
が
秦
人
で
は
な
く
「
客
」
で
あ
っ
た

と
す
る
の
は
明
ら
か
に
不
合
理
で
あ
る
。
工
藤
氏
は
、
王
族
に
別
の

規
定
が
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
と
想
像
し
て
い
る
が
、
別
規
定
が
存
在

し
た
可
能
性
よ
り
も
、
「
夏
子
＝
完
全
な
秦
国
人
＝
秦
人
の
母
親
の

子
供
」
と
い
う
解
釈
の
方
に
問
題
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
秦
の
勢
力
圏
内
で
母
親
の
身
分
に
よ
る
一
律
的

な
「
夏
子
＝
秦
国
人
／
真
＝
客
」
の
認
定
が
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る

説
に
は
多
く
の
疑
問
が
残
る
。
か
か
る
疑
問
に
逢
着
す
る
原
因
は
、

史
料
解
釈
に
あ
る
。
工
藤
氏
は
「
何
を
か
夏
子
と
謂
う
。
臣
邦
の
父
・

秦
母
の
潤
い
な
り
」
か
ら
、
両
親
と
も
秦
人
の
子
供
も
当
然
「
夏
子
」

で
あ
っ
た
は
ず
だ
と
推
定
し
、
「
夏
子
」
認
定
の
条
件
は
結
局
「
秦

母
」
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
判
断
す
る
。
し
か
し
、
こ
の

解
釈
は
成
り
立
ち
が
た
い
。
仮
に
「
夏
子
」
認
定
の
条
件
が
、
一
に

母
親
の
出
自
に
か
か
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
定
義
は
「
秦
母
の
潤
い

な
り
」
の
み
で
足
り
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
法
律
答
間
』
は

「
臣
邦
の
父
。
秦
母
の
謂
い
」
（
傍
点
は
引
用
者
、
以
下
同
じ
）
と
、

明
ら
か
に
「
臣
邦
父
」
を
「
夏
子
」
の
条
件
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
「
夏
子
」
と
は
「
泰
人
の
母
親
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
」
全
て

を
指
す
概
念
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
臣
邦
人
の
男
性
と
、
秦
人

の
女
性
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
供
」
を
指
す
概
念
で
あ
っ
た
と
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
で
は
、
睡
虎
地
秦
簡
の
「
夏
子
」
と
「
真
」
を
ど
の
よ
う
に
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理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
問
題
を
解
く
鍵
は
、
従
来
の
研

究
の
中
で
同
一
視
さ
れ
、
研
究
者
の
頭
の
中
で
。
癒
着
”
し
て
き

た
「
秦
」
と
「
夏
子
」
と
を
剥
離
し
、
別
概
念
と
し
て
と
ら
え
直
す

こ
と
で
あ
る
。
生
ま
れ
る
子
供
全
て
が
「
夏
子
／
真
」
の
い
ず
れ
か

に
認
定
さ
れ
た
は
ず
だ
と
す
る
、
根
拠
の
な
い
二
者
択
一
的
前
提
を

取
り
払
う
こ
と
で
あ
る
。
『
法
律
答
間
』
原
文
を
も
う
一
度
見
る
と
、

そ
こ
に
は
二
系
統
の
範
疇
が
看
取
さ
れ
る
。

　
�
は
親
の
属
性
と
し
て
、
�
は
特
定
の
婚
姻
関
係
に
よ
っ
て
生
ず

る
子
供
を
区
別
す
る
属
性
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
睡
虎
地
泰

簡
に
は
、
こ
の
二
系
統
の
属
性
が
同
一
人
物
に
お
い
て
並
存
し
て
い

る
事
例
が
確
認
で
き
る
。
「
真
臣
邦
君
公
」
や
「
臣
邦
真
戎
君
長
」

と
い
っ
た
語
句
が
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
は
「
真
」
で
あ
る
「
臣
邦
」

の
君
公
を
、
後
者
は
「
臣
邦
」
の
「
真
」
か
つ
「
戎
」
で
あ
る
君
長

を
指
す
こ
と
、
申
す
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
「
真
」
が
「
臣
邦
」
と

並
存
す
る
別
概
念
で
あ
る
以
上
、
そ
の
対
義
語
た
る
「
夏
子
」
も
ま

た
、
「
臣
邦
」
と
並
存
す
る
概
念
で
あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
『
法
律
答
間
』
は
「
臣
邦
父
・
秦
母
」
の
子
供
を
「
夏
子
」
、
�
「
臣

邦
父
母
産
子
」
の
子
供
を
「
真
」
と
定
義
し
て
い
る
が
、
彼
ら
が
同

時
に
「
臣
邦
」
な
る
属
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
で

な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
親
世
代
の
「
臣
邦
父
」
や
「
臣
邦
父
母
」
と

い
っ
た
属
性
の
来
源
を
説
明
で
き
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
場
合
の
「
夏

子
／
真
」
は
、
あ
く
ま
で
も
「
臣
邦
」
の
人
間
に
附
加
さ
れ
た
区
別

で
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
「
臣
邦
」
と
い
う

属
性
の
認
定
は
、
・
双
方
の
場
合
に
共
通
す
る
「
臣
邦
父
」
に

よ
り
決
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
「
附
図
一
ヶ
I
ス
側
・
�
」
。

秦
律
は
ま
ず
父
親
に
よ
り
�
の
「
臣
邦
」
の
属
性
を
決
定
し
た
上
、

母
親
に
よ
る
�
の
区
別
を
加
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
「
秦
」
の
両
親
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
は
、
ど
の
よ
う
に
把
握

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
�
の
区
分
に
お
い
て
は
、
問
題
な
く
「
秦
」

と
認
定
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
「
臣
邦
」
・
「
它
邦
」
と
な
る
要
素
は
皆

無
で
あ
る
か
ら
。
�
の
区
分
で
は
ど
う
か
。
も
ち
ろ
ん
「
真
」
と
認

定
さ
れ
た
可
能
性
は
な
い
が
、
「
夏
子
」
と
認
定
さ
れ
た
と
も
考
え

が
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
明
ら
か
に
「
臣
邦
父
・
秦
母
」
な
る
条
件
よ

り
外
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
「
秦
母
」
の
子
供
が
「
夏
子
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
事
実
か
ら
推
定
す
れ
ば
、
「
秦
」
の
人
は
同
時
に
「
夏
」

と
も
見
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
「
秦
」
の
両
親
の

子
供
は
「
秦
」
に
し
て
「
夏
」
で
あ
り
、
「
夏
子
」
で
は
な
か
っ
た

こ
と
に
な
る
【
附
図
一
ヶ
I
ス
剛
】
。

　
最
後
に
「
秦
」
の
父
親
と
「
臣
邦
「
官
邦
」
の
母
親
の
間
に
生

ま
れ
た
子
供
で
あ
る
。
ま
ず
の
属
性
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
彼
（
彼
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附図：秦律の出自属性概念図〔渡邉2013〕

女
）
ら
が
「
真
」
と
認
定
さ
れ
た
可
能
性
は
皆
無
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
『
法
律
答
間
』
は
「
真
」
を
「
臣
邦
の
父
・
母
の
産
子
」
と
「
它

邦
に
産
れ
た
る
も
の
」
と
明
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
母
親
だ
け

が
「
臣
邦
」
の
人
間
は
「
真
」
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
も
「
母
親
決

定
論
」
に
従
え
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
同
様
に
「
臣
邦
父
・

秦
母
」
と
い
う
「
夏
子
」
の
条
件
に
も
合
致
し
て
い
な
い
た
め
、
「
秦
」

の
両
親
の
場
合
と
同
じ
く
「
夏
子
／
真
」
い
ず
れ
に
も
属
し
な
い
こ

と
が
判
明
す
る
。
で
は
の
属
性
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
「
臣
邦
」
の

父
親
を
持
つ
子
供
の
場
合
を
参
照
す
れ
ば
、
秦
は
父
方
の
出
自
に
よ

り
の
属
性
を
区
分
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
「
秦
」
の
父

親
を
持
つ
子
は
、
や
は
り
「
秦
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
す
る

と
「
秦
」
の
父
親
を
も
つ
子
は
両
親
と
も
に
「
秦
」
の
子
供
と
同
じ

く
、
「
秦
」
か
つ
「
夏
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
最
も
適
切
な
解

釈
と
な
る
【
附
図
一
ケ
ー
ス
�
】
。

　
あ
る
い
は
原
文
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
想
定
を
訝
る
意
見
も
あ
る

か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
『
法
律
答
間
』
は
ケ
ー
ス
側
で
明
確
に
「
秦
母
」

な
る
語
を
使
用
し
て
い
る
。
彼
女
も
人
の
子
で
あ
る
以
上
、
何
ら
か

の
父
親
・
母
親
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
出
生
し
た
筈
だ
が
、
そ
の
パ
タ

親
を
持
つ
子
は
、
や
は
り
「
秦
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
初
め
て
、
当
該
条
文
に
示
さ
れ
た
条
件
全
て

を
整
合
的
に
解
釈
し
、
ま
た
前
述
し
た
疑
問
を
解
く
こ
と
が
可
能
と
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な
る
。
あ
わ
せ
て
『
法
律
答
間
』
が
「
秦
」
の
父
親
の
ケ
ー
ス
に
全

く
言
及
し
な
い
理
由
も
判
明
す
る
。
「
秦
」
の
父
親
を
も
つ
子
供
は
、

男
女
を
問
わ
ず
、
全
て
「
秦
（
夏
）
」
と
な
る
こ
と
が
自
明
だ
っ
た

か
ら
で
あ
り
、
当
該
条
文
の
「
夏
子
／
真
」
問
答
が
、
と
く
に
「
臣
邦
」

の
父
親
を
持
つ
子
供
と
「
它
邦
」
出
身
者
を
対
象
と
し
た
内
容
だ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
夏
子
」
を
「
身
分
上
、
完
全
な
秦
国

人
」
と
す
る
理
解
も
、
そ
れ
が
母
親
の
身
分
に
よ
っ
て
一
律
に
決
定

さ
れ
て
い
た
と
い
う
解
釈
も
、
そ
し
て
当
該
規
定
が
異
邦
人
の
「
秦

化
」
を
進
め
る
概
念
で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
も
、
こ
と
ご
と
く
訂
正

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

二
、
『
奏
書
』
の
「
降
為
漢
」
を
め
ぐ
つ
て

　
す
る
と
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
他
国
民
が
ど
の
よ
う
に
秦
民
に

編
入
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
旧
稿
で
は
、
他
国
の
郡

県
民
が
降
伏
し
て
秦
民
と
な
る
こ
と
を
「
為
秦
（
秦
と
為
る
）
」
と

表
現
し
た
事
例
が
見
え
る
こ
と
、
張
家
出
漢
簡
『
奏
識
書
』
に
同
様

の
「
降
為
漢
（
降
り
て
漢
と
為
る
）
」
と
い
う
事
例
が
存
在
す
る
こ

と
を
注
記
し
、
他
国
民
が
服
属
時
た
だ
ち
に
「
秦
」
に
編
入
さ
れ
た

可
能
性
を
指
摘
し
た
。
だ
が
後
者
に
は
異
な
る
解
釈
も
存
在
す
る
。

そ
れ
は
「
降
為
漢
」
を
「
〔
時
代
が
〕
降
っ
て
漢
の
世
と
な
る
」
意

味
と
解
す
る
陳
偉
氏
の
見
解
で
あ
る
。
陳
氏
の
研
究
は
秦
漢
交
代
期

の
民
の
戸
籍
登
録
の
手
続
き
を
検
討
し
た
画
期
的
な
業
績
で
あ
る

が
、
果
た
し
て
こ
の
解
釈
は
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
該
案
例
は
、

秦
楚
漢
交
代
期
に
お
け
る
民
の
。
国
”
帰
属
の
変
化
に
関
す
る
第
一

級
の
史
料
で
も
あ
り
、
忽
せ
に
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
下

に
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

　
十
一
年
八
月
甲
申
朔
丙
戌
、
江
陵
丞
驚
敢
漱
（
識
）
之
。
三

月
己
巳
、
大
夫
辭
日
、
六
年
二
月
中
買
婢
媚
士
五
（
伍
）
鮎
所
。

賈
（
價
）
錢
萬
六
千
。
迺
三
月
丁
巳
亡
、
求
得
媚
。
媚
日
、
不

當
為
婢
。
・
媚
日
、
故
鮎
婢
、
楚
時
去
亡
、
降
為
漢
、
不
吉
名
数
。

點
得
媚
、
占
數
復
婢
媚
、
賣
所
、
自
當
不
當
復
受
婢
、
即
去

亡
。
它
如
。
・
鮎
日
、
媚
故
點
婢
、
楚
時
亡
、
六
年
二
月
中

得
媚
。
媚
末
有
名
數
、
即
占
數
賣
所
。
它
如
・
媚
。
・
詰
媚
、

媚
故
點
婢
、
雖
楚
時
去
亡
、
降
為
漢
、
不
吉
名
数
。
鮎
得
、
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

数
媚
、
媚
復
為
婢
。
責
媚
営
也
。
去
亡
、
何
解
。
・
媚
日
、
楚

時
亡
、
鮎
乃
以
為
漢
、
復
４
、
責
媚
。
自
営
不
富
復
為
婢
、
即

去
亡
。
母
官
解
。
・
問
媚
年
（
四
十
）
歳
、
官
如
辞
。
・
鞫

之
、
媚
故
鮎
婢
、
楚
時
亡
、
降
為
漢
、
不
書
名
婁
。
鮎
得
、
占

数
、
復
婢
、
貴
橡
所
、
媚
去
亡
、
年
柵
歳
得
。
皆
審
。
・
疑
媚

罪
。
官
懸
論
、
敢
（
）
之
。
謁
報
、
署
中
庸
發
。
・
吏
営

黥
媚
顔
。
或
日
、
営
為
庶
人
。

　
　
　
（
張
家
出
漢
簡
『
奏
識
書
』
案
例
二
、
第
八
～
一
六
簡
。
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傍
線
は
引
用
者
）

〔
高
祖
〕
十
一
年
八
月
甲
申
朔
丙
戌
（
三
日
）
、
江
陵
丞
驚
敢

て
之
を
識
す
。
三
月
己
巳

く
、
六
年
二
月
中
に
、
婢
媚
を
士
伍
点
の
所
に
買
う
。
価
は
銭

万
六
千
な
り
。
迺
ち
三
月
丁
巳
（
二
日
）
に
亡
げ
、
求
め
て
媚

を
得
た
り
。
媚
日
く
、
婢
と
為
る
に
当
ら
ず
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん

（
十
四
日
）
、
大
夫
橡
の
辞
に
日

　
　
　
　
て
ん

・
媚
日
く
、
故
点
の
婢
た
る
も
、
楚
の
時
に
去
亡
し
、
降
り
て
漢

　
と
為
る
も
、
名
姿
を
書
か
ず
。
点
、
媚
を
得
、
占
数
し
て
復
だ

　
媚
を
婢
と
し
、
橡
の
所
に
売
れ
り
。
自
ら
当
つ
る
に
、
当
に
復

　
た
婢
を
受
く
る
べ
か
ら
ず
と
て
、
即
ち
去
亡
し
た
り
。
它
は
橡

　
の
ご
と
し
と
。

・
点
日
く
、
媚
は
故
点
の
婢
に
し
て
、
楚
の
時
亡
げ
、
六
年
二
月

　
中
に
媚
を
得
た
り
。
媚
未
だ
名
数
を
有
た
ざ
れ
ば
、
即
ち
占
数

　
し
て
橡
の
所
に
売
れ
り
。
它
は
橡
。
媚
の
ご
と
し
と
。

・
媚
を
詰
す
。
媚
は
故
点
の
婢
に
し
て
、
楚
の
時
に
去
亡
し
、
漢

　
と
為
る
と
雖
も
、
名
姿
を
書
か
ず
。
点
得
、
媚
を
占
数
し
た
れ

　
ば
、
媚
は
復
だ
婢
た
り
。
媚
を
売
る
は
当
な
り
。
去
亡
、
何
ぞ

　
解
あ
る
か
と
。

・
媚
日
く
、
楚
の
時
亡
し
、
点
乃
ち
以
て
漢
と
為
す
も
、
復
た
婢

　
と
し
、
媚
を
売
れ
り
。
自
ら
当
つ
る
に
、
当
に
復
た
婢
と
為
る

　
べ
か
ら
ず
と
て
、
即
ち
去
亡
す
。
の
解
母
し
と
。

・
問
う
に
、
媚
は
年
四
十
歳
、
は
辞
の
如
し
。

・
之
を
鞫
す
。
媚
は
故
点
の
婢
に
し
て
、
楚
の
時
亡
げ
、
降
り
て

漢
と
為
る
も
、
名
数
を
書
か
ず
。
点
得
、
占
数
し
、
復
だ
婢
と

し
、
橡
の
所
に
売
る
。
媚
去
亡
し
、
年
歳
、
得
ら
る
。
皆
審

ら
か
な
り
。

・
媚
の
罪
を
疑
す
。
它
は
県
論
す
。
敢
て
之
を
す
。
報
を
謁
む
。

　
「
中
発
け
」
と
署
せ
。

・
吏
、
媚
の
順
順
に
鯨
し
て
に
に
当
。
或
ひ
と
日
く
、

　
　
庶
人
と
為
す
に
当
つ
と
。

　
右
の
案
例
は
、
楚
漢
戦
争
期
の
江
陵
で
発
生
し
た
女
奴
隷
の
逃
亡

事
件
で
あ
る
。
媚
は
江
陵
に
住
む
点
な
る
人
物
の
婢
で
あ
り
、
楚
（
項

羽
の
楚
に
属
す
る
臨
江
王
国
の
治
下
）
の
時
に
逃
亡
し
、
「
降
り
て

漢
と
為
る
」
が
、
い
ま
だ
戸
籍
に
登
記
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

故
主
の
点
に
捕
え
ら
れ
て
再
び
婢
と
さ
れ
、
大
夫
橡
な
る
人
物
に
売

却
さ
れ
る
。
媚
は
、
婢
と
し
て
売
却
さ
れ
る
の
は
不
当
で
あ
る
と
考

え
、
逃
亡
し
た
が
、
捕
ら
え
ら
れ
て
江
陵
県
の
裁
き
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。
上
級
審
の
判
断
は
分
か
れ
て
お
り
、
判
決
は
媚
を
逃
亡

奴
婢
と
認
め
、
「
鯨
頻
頻
昇
生
」
に
量
刑
す
る
が
、
媚
を
庶
人
と
認

め
る
反
対
意
見
も
附
記
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
の
案
例
と
関
連
す
る
内
容
が
同
じ
『
奏
識
書
』
案
例
五

に
見
え
る
。
同
案
例
は
同
じ
く
楚
漢
戦
争
期
の
江
陵
で
発
生
し
た
男

奴
隷
の
武
の
逃
亡
・
傷
害
事
件
に
関
す
る
裁
判
で
あ
る
。
武
は
士
伍

の
単
な
る
人
物
の
奴
で
あ
っ
た
が
、
「
楚
の
時
去
亡
し
、
漢
に
降
り
、
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名
数
を
書
し
て
民
と
爲
る
」
。
と
こ
ろ
が
後
に
武
を
発
見
し
た
軍
は
、

逃
亡
奴
隷
と
し
て
求
盗
の
視
に
通
報
し
、
と
も
に
武
を
逮
捕
せ
ん
と

し
た
。
武
は
剣
を
抜
い
て
抵
抗
し
、
視
を
傷
つ
け
る
が
、
自
ら
も
受

傷
し
て
捕
縛
さ
れ
た
。
裁
判
で
は
、
武
が
漢
の
「
士
伍
」
で
あ
り
、

軍
の
奴
で
な
い
こ
と
は
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
捕
吏
の
視
に
抵
抗
し

て
「
賊
傷
」
し
た
罪
に
よ
り
、
結
局
黥
城
旦
の
判
決
を
受
け
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
「
降
為
漢
」
・
「
降
漢
」
の
解
釈
が
問
題
と
な
る
。
一
つ

の
解
釈
は
、
こ
れ
を
「
降
伏
し
て
漢
民
と
な
っ
た
」
と
解
す
る
も
の

で
あ
り
、
飯
尾
秀
幸
氏
・
池
田
雄
一
氏
・
鈴
水
直
美
氏
・
鶴
間
和
幸

氏
ら
が
同
様
の
解
釈
に
立
つ
。
こ
の
解
釈
に
立
て
ば
、
媚
は
楚
側
か

ら
の
逃
亡
と
漢
側
へ
の
降
伏
・
投
降
（
個
人
も
し
く
は
江
陵
県
全
体
）

に
よ
り
「
漢
」
の
人
間
と
認
定
さ
れ
た
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
戸
籍

に
登
記
し
な
か
っ
た
た
め
、
後
に
故
主
の
点
に
再
び
婢
と
し
て
登
記

さ
れ
、
売
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
以
下
、
「
降
伏
」

説
と
称
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
陳
偉
氏
の
「
［
時
代
が
］
降
り
漢
の
世
に
な
っ
て
」

と
す
る
解
釈
に
立
て
ば
、
媚
は
楚
の
時
代
に
点
の
下
か
ら
逃
亡
し
た

が
、
漢
の
治
世
に
な
っ
て
も
戸
籍
に
登
記
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

庶
人
と
認
め
ら
れ
ず
、
再
び
婢
と
し
て
売
却
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
解
釈
は
廣
瀬
薫
雄
氏
に
も
追
認
さ
れ
、
廣
瀬
氏
は
「
降
爲
」
と

類
似
し
た
「
降
及
」
と
い
う
表
現
が
「
時
代
が
降
り
」
の
意
味
で
用

い
ら
れ
る
事
例
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
を
以
下
、
仮
に
「
時
代
」

説
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
両
説
の
い
ず
れ
が
よ
り
妥
当
な
解
釈
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
確

か
に
「
降
爲
漢
」
の
前
に
は
「
楚
時
」
と
い
う
語
句
が
あ
り
、
一
見

す
る
と
時
間
の
推
移
を
表
現
し
て
い
る
と
も
受
け
取
れ
る
。
だ
が
疑

問
点
も
あ
る
。
原
文
の
「
楚
時
去
亡
、
降
爲
漢
、
不
書
名
數
」
（
案

例
二
）
・
「
楚
時
去
亡
、
降
漢
、
書
名
敷
爲
民
」
（
案
例
五
）
は
、
「
降
伏
」

説
に
従
え
ば
「
去
亡
・
降
・
書
・
爲
」
の
動
詞
が
一
貫
し
て
媚
・
武

を
主
語
と
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
が
、
こ
れ
に
対
し
「
時
代
」
説

に
従
う
と
、
「
降
」
の
み
。
時
間
”
を
主
語
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、

前
後
の
文
脈
か
ら
乖
離
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
両
説
に
は
一
長

一
短
が
あ
り
、
『
奏
書
』
の
文
面
か
ら
だ
け
で
は
是
非
を
決
定
す

る
の
が
難
し
い
。

　
し
た
が
っ
て
両
説
の
当
否
を
決
め
る
の
は
、
他
の
関
連
史
料
と
の

整
合
性
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
戦
国
か
ら
秦
漢
時
代
の
文
献
資
料
と

出
土
文
字
資
料
を
通
覧
す
る
と
、
「
降
爲
漢
」
と
関
連
す
る
表
現
を

複
数
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
幾
つ
か
の
事
例
を
検
討
し
て

み
よ
う
。

　
ま
ず
前
提
と
し
て
、
「
降
」
の
用
例
の
大
部
分
が
「
降
伏
・
投
降
」

で
あ
っ
て
、
時
間
の
推
移
を
表
す
用
例
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
事
実

が
確
認
で
き
る
。
そ
の
中
で
廣
瀬
氏
が
指
摘
し
た
事
例
は
明
ら
か
に

「
時
代
が
降
っ
て
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
「
降
及
」
で
あ
り
、

「
降
爲
」
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
「
降
爲
○
」
や
「
爲
○
」
に
は
い
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か
な
る
事
例
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
前
稿
で
も
指
摘
し
た
戦
国

後
期
の
「
爲
秦
　
」
・
「
爲
趙
」
の
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
長
平
の
戦

い
前
夜
（
前
二
六
一
年
）
、
韓
の
上
党
郡
の
帰
趨
を
め
ぐ
る
駆
け
引

き
を
伝
え
た
『
戦
国
策
』
。
『
史
記
』
の
記
事
の
中
に
認
め
ら
れ
る
。
『
戦

国
策
』
趙
策
一
　
「
秦
王
謂
公
子
他
章
」
は
、

〔
韓
の
上
党
大
守
〕

馮
亭
守
る
こ
と
三
十
日
、
陰
か
に
人
を

し
て
趙
王
に
請
わ
し
め
て
日
く
、
韓
、
上
党
を
守
る
能
わ
ず
、

且
に
以
て
秦
に
与
え
ん
と
す
る
も
、
其
の
民
は
皆
秦
と
為
る
を

欲
せ
ず
し
て
、
趙
と
為
ら
ん
こ
と
を
願
う
。
今
有
つ
と
こ
ろ
の

城
市
の
邑
十
七
、
願
わ
く
は
拝
し
て
之
を
王
に
内
れ
ん
。
唯

だ
王
之
を
才
れ
と
。
趙
王
喜
び
、
平
原
君
を
召
し
て
之
に
告

げ
て
日
く
、
韓
、
上
党
を
守
る
能
わ
ず
、
且
に
以
て
秦
に
与

え
ん
と
す
る
も
、
其
の
吏
民
は
秦
と
為
る
を
欲
せ
ず
し
て
皆

趙
と
為
ら
ん
こ
と
を
願
う
。
今
、
馮
亭
使
者
を
し
て
以
て
寡
人

に
与
え
ん
と
す
、
何
如
と
。

と
、
上
党
郡
の
吏
民
が
秦
・
趙
に
降
伏
す
る
こ
と
を
「
為
秦
（
秦
と

為
る
）
」
・
「
為
趙
（
趙
と
為
る
）
」
と
表
現
し
て
い
る
。
同
事
件
は
。

『
史
記
』
趙
世
家
や
武
安
君
列
伝
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
武
安

君
列
伝
で
は
後
日
談
の
形
で
回
顧
し
、
「
秦
曾
て
韓
を
攻
め
、
那
丘

を
囲
み
、
上
党
を
困
し
む
。
上
党
の
民
、
皆
反
て
趙
と
為
る
。
天
下

の
棄
民
と
為
る
を
楽
し
ま
ざ
る
の
日
久
し
」
と
表
現
す
る
。
あ
る
郡

県
の
民
が
他
国
に
帰
属
し
、
そ
の
民
と
な
る
こ
と
を
「
鶏
○
」
と
表

記
す
る
事
例
は
、
確
か
に
存
在
し
た
。

　
さ
ら
に
文
献
史
料
で
は
他
に
も
同
様
の
事
例
が
見
え
、
『
漢
書
』

買
誼
伝
で
は
秦
と
漢
の
統
治
を
対
比
し
た
中
で
、
「
是
を
以
て
大
賢

之
に
起
ち
、
威
も
て
海
内
を
震
わ
せ
、
徳
も
て
天
下
を
従
う
。
曇
に

秦
と
為
り
し
者
、
今
転
じ
て
漢
と
為
れ
り
。
然
れ
ど
も
其
の
遺
風
除

俗
、
猶
尚
未
だ
改
ま
ら
ず
」
と
あ
り
、
統
一
時
「
秦
」
と
な
っ
た
者

た
ち
が
転
じ
て
「
漢
」
と
な
っ
た
事
実
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

場
合
の
「
秦
」
・
「
漢
」
も
「
時
代
」
で
は
な
く
「
秦
民
」
・
「
漢
民
」

の
意
味
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
出
土
文
字
資
料
に
目
を
転
ず
る
と
、
や
は
り
関
連
す
る
事

例
を
幾
つ
か
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
最
も
明
確
な
事
例
は
、

張
家
山
漢
簡
『
暦
譜
』
の
一
節
で
あ
る
。

新
降
爲
漢
。
九
月
図
　
（
張
家
山
漢
簡
『
暦
譜
』
第
二
簡
）

…
…
新
た
に
降
り
て
漢
と
為
る
。
九
月
…
…

　
張
家
山
漢
簡
『
暦
譜
』
は
漢
高
祖
五
年
（
紀
元
前
二
〇
二
年
）
四

月
か
ら
呂
后
二
年
（
前
一
八
六
年
）
後
九
月
ま
で
が
残
存
す
る
年
月

表
で
あ
る
。
そ
の
形
式
は
、
各
年
ご
と
に
歳
首
十
月
か
ら
九
月
・
後

九
月
ま
で
の
月
干
支
が
配
列
さ
れ
、
加
え
て
第
一
〇
簡
に
「
八
月
発
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酉
。
九
月
壬
寅
。
後
九
月
壬
申
。
・
六
月
、
病
も
て
免
ぜ
ら
る
」
と

あ
る
ご
と
く
、
そ
の
年
に
起
こ
っ
た
墓
主
に
関
わ
る
少
数
の
事
績
が
、

各
年
度
の
末
尾
に
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。
当
該
簡
は
残
念
な
が
ら
上

端
・
下
端
と
も
断
裂
し
て
い
る
も
の
の
、
江
陵
の
帰
属
や
他
の
簡
の

残
存
状
況
か
ら
推
定
す
れ
ば
、
整
理
小
組
の
推
定
す
る
よ
う
に
高
祖

五
年
（
前
二
〇
二
年
）
の
末
尾
に
書
き
込
ま
れ
た
記
事
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
「
降
爲
漢
」
と
い
う
『
奏
識
書
』
と
全
く
合
致

す
る
表
現
が
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
記
事
は
明
ら
か
に
「
降
伏
し
て
漢
の
民
と
な
る
」
の
意
味
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
〇
簡
の
「
六
月
病
免
」
を
参
照
す
れ
ば
、

「
降
爲
漢
」
の
主
体
は
墓
主
で
あ
っ
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
し
、

そ
も
そ
も
時
間
軸
が
固
定
さ
れ
た
年
表
に
、
「
時
代
が
降
っ
て
」
と

い
う
時
間
の
推
移
を
表
現
し
た
記
事
が
書
き
込
ま
れ
る
の
は
甚
だ
不

自
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
墓
主
が
個
人
で
投
降
し
た
の
か
、
江
陵
県
全

体
で
降
伏
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
墓
主
の
帰
属

国
が
、
こ
の
年
の
あ
る
月
に
臨
江
（
楚
）
か
ら
漢
へ
と
新
た
に
切
り

替
わ
っ
た
事
実
を
書
き
入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
事
例
を
根
拠
と
す
れ
ば
、
『
奏
識
書
』
案
例
二
に
見
え
る
「
降

焉
漢
」
と
は
、
や
は
り
「
降
伏
し
て
漢
の
民
に
な
る
」
の
意
で
あ
っ

た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
媚
の
証
言
中
に
見
え
る
「
楚
時
亡
、

鮎
乃
以
為
漢
、
復
婢
、
賣
媚
」
と
は
、
点
が
媚
の
逃
亡
を
「
漢
の
時

代
」
に
起
こ
っ
た
も
の
と
主
張
し
た
、
と
い
う
意
味
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
点
自
身
が
供
述
の
中
で
媚
の
逃
亡
を
「
楚
の
時
」
に
発
生
し
た

も
の
と
明
言
し
て
い
る
か
ら
。
す
る
と
こ
の
文
は
、
「
私
は
楚
の
時

に
逃
亡
し
〔
降
伏
し
て
漢
民
と
な
っ
て
い
た
が
〕
、
点
も
私
か
漢
民

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
な
が
ら
、
再
び
婢
と
し
て
売
却
し
た
」
と
い

う
意
味
と
な
る
。
媚
の
口
吻
や
武
の
場
合
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
楚
か

ら
漢
に
投
降
し
た
逃
亡
奴
婢
に
は
庶
人
と
な
る
機
会
が
あ
っ
た
よ
う

で
あ
り
、
媚
の
発
言
は
こ
れ
を
無
視
し
た
点
の
行
為
の
不
当
を
申
し

立
て
た
も
の
と
な
る
。
吏
の
論
当
に
「
或
日
」
の
形
で
附
さ
れ
た
反

対
意
見
は
、
媚
の
申
し
立
て
を
認
め
、
彼
女
が
投
降
し
て
「
漢
」
と

な
っ
た
時
点
で
、
点
と
の
隷
属
関
係
が
切
れ
た
と
判
断
し
た
も
の
に

他
な
ら
な
い
。

　
そ
の
場
合
に
興
味
深
い
の
が
、
案
例
二
の
媚
と
、
案
例
五
の
武
の

場
合
と
の
相
違
で
あ
る
。
両
者
と
も
楚
側
か
ら
漢
側
に
投
降
し
た
点

は
共
通
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
後
の
奴
婢
／
庶
人
の
認
定
に
お
い

て
、
大
き
く
異
な
る
認
定
を
受
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
武
は
裁
判
中

で
「
漢
」
の
「
民
」
に
し
て
「
士
伍
」
で
あ
り
、
「
復
だ
軍
の
奴
と

為
る
に
当
た
ら
ず
」
と
の
認
定
を
受
け
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
媚
は
、

投
降
し
て
「
漢
」
と
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
は

点
の
婢
と
し
て
売
却
が
認
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
（
反
対
意
見
は

あ
る
が
）
。
両
者
の
相
違
は
、
明
ら
か
に
「
占
名
数
」
の
有
無
に
か

か
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
武
の
場
合
は
戸
籍
に
登
記
し
て
い
た
た
め
、

漢
の
庶
人
と
し
て
の
認
定
を
受
け
て
い
る
が
、
媚
の
場
合
に
は
同
様
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の
手
続
き
を
踏
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め
、
「
漢
」
民
に
は
な
っ
た
が

庶
人
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
故
主
点
の
所
有
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
す
る
と
漢
初
に
お
け
る
民
の
帰
属
と
編
成
は
、
少
な
く
と
も
次
の

二
つ
の
段
階
を
経
て
行
わ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

①
投
降
・
降
伏
に
よ
る
「
国
」
の
帰
属
の
変
化

②
戸
籍
へ
の
登
記
（
「
占
名
数
」
）
に
よ
る
郡
県
民
へ
の
編
入

　
ま
ず
第
一
段
階
で
は
個
人
で
の
投
降
や
郡
県
単
位
で
の
降
伏
に
伴

い
、
そ
の
人
々
は
「
爲
漢
」
、
す
な
わ
ち
「
漢
」
に
帰
属
す
る
存
在

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
人
々
の
身
分
は
こ
の
時
点
で
ま
だ
確
定
し
て

お
ら
ず
、
官
に
「
名
数
」
を
申
告
・
登
記
し
て
、
初
め
て
正
式
な
郡

県
民
と
し
て
編
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
高
祖
五
年
に
下
さ

れ
た
著
名
な
「
五
年
五
月
詔
」
は
、
山
林
藪
沢
地
に
隠
れ
住
む
多
数

の
民
に
帰
還
と
戸
籍
編
入
を
勧
め
る
内
容
を
含
む
が
、
こ
れ
は
当
時
、

居
住
領
域
が
漢
の
統
治
下
に
入
っ
た
後
も
、
正
式
な
編
籍
を
受
け
て

い
な
い
民
が
多
数
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
漢
初
の
段
階
に
お
け
る
諸
侯
国
人
の
編
入
過

程
に
つ
い
て
、
か
な
り
は
っ
き
り
と
し
た
認
識
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
諸
侯
国
か
ら
漢
へ
と
帰
属
し
た
人
々
は
、
ま
ず
投
降
・
降
伏
の

時
点
で
「
漢
」
と
認
定
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
後
戸
籍
の
登
記
を
経
て
、

正
式
な
郡
県
民
と
し
て
編
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
「
母

親
決
定
論
」
の
介
在
す
る
余
地
が
な
い
こ
と
、
改
め
て
言
う
ま
で
も

な
い
。
そ
し
て
秦
の
場
合
も
、
上
記
の
『
戦
国
策
』
や
『
史
記
』
の

事
例
を
参
考
に
す
れ
ば
、
基
本
的
な
過
程
は
同
じ
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
秦
に
投
降
し
た
り
、
居
住
す
る
郡
県
が

秦
に
降
伏
し
た
人
々
は
、
そ
の
時
点
で
ま
ず
「
秦
」
と
な
り
、
そ
の

後
の
戸
籍
登
録
を
経
て
、
郡
県
民
と
し
て
正
式
に
編
成
さ
れ
た
と
推

定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
帰
属
・
編
入
後
の
人
々

里
耶
秦
簡
＝
戸
籍
簡
」
の
楚
爵
と
秦
爵

　
以
上
の
よ
う
に
「
秦
」
や
「
漢
」
に
帰
属
し
た
他
国
民
は
、
「
秦
民
」
・

「
漢
民
」
と
し
て
認
定
と
戸
籍
へ
の
登
記
を
経
て
、
郡
県
民
に
編
入

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
編
入
さ

れ
た
人
々
の
そ
の
後
の
扱
い
で
あ
る
。
彼
ら
が
帰
属
後
も
「
秦
」
や

「
漢
」
と
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
す
る
説
や
、
「
母
親
決
定
論
」
が
成
り

立
た
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
だ
が
彼
ら
は
、
他
の
生
ま
れ
な
が

ら
の
「
秦
」
人
や
「
漢
」
人
と
、
直
ち
に
同
じ
境
遇
に
置
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
想
起
す
べ
き
な
の
が
秦
律
の
「
真
」
で
あ
る
。
「
真
」
の

認
定
は
、
巾
「
臣
邦
父
・
秦
母
」
の
子
供
と
、
0
0
「
産
它
邦
」
が
条
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件
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
例
が
例
外
的
な
「
夏
子
」
を
除
く
大

多
数
の
「
臣
邦
人
」
た
ち

つ
ま
り
、
全
く
秦
人
の
血
統
を
引
い

て
い
な
い
「
純
粋
な
」
非
秦
人
を
指
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
が
、
問
題
は
の
方
で
あ
る
。
も
し
単
な
る
他
国
の
人
間
で
あ
れ

ば
、
た
だ
「
它
邦
人
」
と
書
け
ば
足
り
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
「
它
邦

に
産
れ
た
る
も
の
」
と
、
出
生
時
に
遡
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
理
由

は
何
で
あ
ろ
う
か
。
明
ら
か
に
そ
こ
に
は
、
「
它
邦
」
と
し
て
生
ま
れ
、

後
天
的
に
「
秦
」
や
「
臣
邦
」
に
帰
属
を
変
え
た
人
々
が
含
ま
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
人
々
だ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
容
易
に
想
起
し
う
る
の
は
「
它
邦
」
か
ら
「
臣

邦
」
へ
と
帰
属
し
た
人
々
、
す
な
わ
ち
後
世
で
い
う
「
内
属
」
し
た

異
民
族
や
、
「
内
臣
」
を
称
し
た
諸
侯
国
の
人
間
な
ど
で
あ
る
。
と

く
に
前
者
は
、
秦
律
に
い
う
「
臣
邦
真
戎
君
長
」
に
相
応
し
い
存
在

で
あ
る
。
だ
が
「
産
它
邦
」
な
る
概
念
を
字
義
通
り
に
解
釈
す
れ
ば
、

そ
こ
に
は
服
属
し
て
「
臣
邦
」
と
な
る
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
「
秦
」

に
帰
属
し
た
場
合
も
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
い
か
な
る
人
々
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
処
遇
を
受
け
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
ケ
ー
ス
に
該
当
し
、
問
題
を
考
察
す
る
手
が
か
り
と
な
る
可

能
性
の
高
い
史
料
が
発
見
さ
れ
た
。
里
耶
故
城
の
城
濠
の
土
坑
か
ら

出
土
し
た
い
わ
ゆ
る
「
戸
籍
」
簡
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
遷
陵

県
の
「
南
陽
」
と
い
う
里
に
居
住
し
て
い
た
民
の
名
籍
だ
が
、
そ
こ

に
「
荊
」
す
な
わ
ち
楚
の
爵
を
持
つ
人
物
が
含
ま
れ
て
い
た
。
当
該

史
料
に
つ
い
て
は
藤
田
勝
久
・
義
田
・
鷲
尾
祐
子
・
鈴
水
直
美
・

黎
石
生
・
張
栄
強
ら
諸
氏
が
検
討
を
加
え
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
参

考
に
内
容
を
瞥
見
し
て
み
よ
う
。

　
里
耶
戸
籍
簡
は
、
K
一
一
と
い
う
土
坑
か
ら
竹
簡
五
一
枚
が
出
土

し
、
こ
れ
ま
で
に
二
八
枚
が
復
元
・
公
開
済
み
で
あ
る
。
完
整
な
簡

で
長
さ
約
四
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
が
〇
・
九
～
三
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
程
度
で
あ
る
。
鈴
水
直
美
氏
の
整
理
・
検
討
に
従
え
ば
、
戸
籍

簡
の
記
事
は
概
ね
五
つ
の
欄
に
分
か
れ
、
第
一
欄
に
戸
主
の
里
名
・

身
分
・
爵
位
・
姓
名
、
第
二
欄
に
妻
・
母
の
名
、
第
三
欄
に
未
婚
男

児
の
名
、
第
四
欄
に
未
婚
女
児
の
名
、
第
五
欄
が
奴
婢
の
名
や
「
伍

長
」
と
い
っ
た
別
筆
の
書
き
込
み
を
記
入
す
る
欄
で
あ
る
。
そ
こ
で

注
目
す
べ
き
は
楚
爵
を
保
有
す
る
戸
人
た
ち
の
存
在
で
あ
る
。
例
え

ば
冒
頭
の

南
陽
戸
人
荊
不
更
蠻
強
／
妻
日
曜
／
子
小
上
造
□
／
子
小
女
子
駝
／
臣
日
聚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
伍
長
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
里
耶
秦
簡
「
戸
籍
簡
」
｝
｛
回
｝

南
陽
戸
人
荊
不
更
黄
得
／
妻
日
／
子
小
上
造
臺
／
子
小
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
小
上
造
　
　
子
小
女
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
小
上
造
田
　
子
小
女
田
／
「
五
長
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
里
耶
秦
簡
コ
戸
籍
簡
）
K
1
/
2
5
/
2
0
）
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＊
「
　
」
は
別
筆

の
よ
う
に
、
「
荊
」
某
爵
を
待
っ
た
人
物
が
、
全
二
八
簡
中
一
四
例
（
荊

不
更
一
三
例
、
荊
大
夫
一
例
）
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
「
荊
」
某
爵
に

つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
整
理
小
組
が
推
定
す
る
よ
う
に
「
楚
爵
」

を
意
味
し
、
か
つ
て
戦
国
楚
の
民
で
あ
っ
た
人
々
が
、
秦
に
帰
属
し

た
後
も
、
戸
籍
に
原
有
爵
位
の
記
録
を
留
め
て
い
た
と
理
解
す
る
の

が
最
も
穏
当
で
あ
る
。
た
だ
「
不
更
」
や
「
大
夫
」
は
戦
国
楚
の
爵

名
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
別
名
の
楚
爵
を
秦
の
爵
名
に
改
め
た
も
の

か
、
も
し
く
は
旧
楚
爵
に
相
当
す
る
秦
爵
を
新
た
に
与
え
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
荊
」
某
爵
が
、
秦
に
帰
属
す
る
以
前
の

地
位
を
表
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　
こ
の
推
定
を
傍
証
す
る
の
は
、
「
荊
」
某
爵
お
よ
び
「
荊
」
を
冠

し
な
い
爵
位
そ
れ
ぞ
れ
と
保
有
者
と
の
関
係
で
あ
る
。
サ
ン
プ
ル
数

は
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
「
荊
不
更
」
・
「
荊
大
夫
」
を
有
す
る
一
四

事
例
は
全
て
戸
主
男
性
の
場
合
に
集
中
し
、
子
弟
が
保
有
す
る
例
は

確
認
で
き
な
い
。
一
方
男
児
が
「
小
上
造
」
爵
を
保
有
す
る
例
が

二
〇
例
、
戸
主
の
弟
が
「
不
更
」
を
保
有
す
る
例
が
四
例
、
そ
し
て

戸
主
が
「
不
更
」
を
保
有
す
る
例
が
一
例
の
み
（
K
3
0
/
4
5
）
認
め

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
「
荊
」
を
冠
し
な
い
以
上
、
す
べ
て
秦
爵
で
あ

つ
た
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
「
小
上
造
」
の
「

小
」
は
、
傅

籍
以
前
の
未
成
年
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
彼
ら
が
「
上
造
」
爵
を

保
有
す
る
理
由
は
、
お
そ
ら
く
統
一
前
後
の
賜
爵
に
よ
り
秦
爵
が
I

律
的
に
配
ら
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

　
つ
ま
り
里
耶
戸
籍
簡
か
ら
は
、
旧
楚
爵
の
保
有
者
が
戸
主
に
集
中

し
、
そ
の
子
弟
は
秦
爵
を
保
有
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
帰
属
し
て
泰
の
民
と
な
っ
た
後
も
、

旧
楚
爵
を
継
続
し
て
保
有
す
る
帰
属
第
一
世
代

子
が
そ
れ
に
該
当
す
る

戸
主
の
成
年
男

の
存
在
で
あ
る
。
恐
ら
く
彼
ら
は
「
它

邦
」
に
生
ま
れ
、
そ
の
爵
を
保
有
し
た
ま
ま
で
秦
に
降
っ
た
人
物
で

あ
り
、
こ
れ
は
ま
さ
に
『
法
律
答
間
』
に
い
う
「
真
」
に
該
当
す
る

可
能
性
が
高
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
同
時
に
彼
ら
が
戸
籍
を
通
じ

て
郡
県
民
に
編
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
秦
と
為
」
り
「
名

数
を
占
」
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
秦
に
帰
属
し
た

他
国
出
身
第
一
世
代
で
は
、
帰
属
以
前
の
身
分
を
あ
る
程
度
継
続
し

て
保
有
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
で
は
彼
ら
の
子
供
達
、
す
な
わ
ち
帰
属
民
の
第
二
世
代
は
ど
の
よ

う
に
扱
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
の
推
定
に
従
え
ば
、
帰
属
後
に

出
生
し
た
子
弟
は
、
父
親
が
「
秦
（
真
）
」
で
あ
る
と
し
て
も
問
題

な
く
「
秦
（
夏
）
」
の
一
般
の
郡
県
民
と
し
て
扱
わ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
【
附
図
ケ
ー
ス
側
】
。
里
耶
戸
籍
簡
で
第
二
世
代
の
子
弟
が
秦

爵
を
保
有
し
て
い
る
事
実
は
、
彼
ら
が
秦
治
下
の
民
爵
賜
与
を
被
っ

た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
だ
ろ
う
が
、
彼
ら
が
少
な
く
と
も
爵
制
に

お
い
て
、
生
ま
れ
つ
き
の
秦
民
と
し
て
扱
い
を
受
け
て
い
た
こ
と
を

示
唆
す
る
。
す
る
と
前
節
に
挙
げ
た
、
他
国
民
か
ら
「
漢
」
・
「
秦
」
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へ
の
帰
属
・
編
入
の
過
程
に
は
、
次
の
③
の
段
階
を
加
え
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
③
第
二
世
代
以
降
、
生
ま
れ
つ
き
の
「
秦
」
・
「
漢
」
と
し
て
処
遇

　
こ
の
よ
う
に
秦
は
、
帰
属
し
た
他
国
民
　
秦
と
同
じ
諸
侯
国
出

身
の
人
々
を
、
「
秦
」
に
し
て
「
真
」
と
い
う
形
で
把
握
し
、
帰
属

前
の
地
位
を
部
分
的
に
認
め
て
い
た
。
漢
代
に
「
真
」
概
念
が
存
在

し
た
証
拠
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
帰
属
者
の
旧
爵
を
記
録
し
て

お
く
こ
と
は
、
や
は
り
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
こ
れ
ら
は
、
い
わ

ば
秦
・
漢
の
郡
県
民
に
「
帰
化
」
し
た
人
間
に
つ
い
て
の
過
渡
的
な

処
遇
と
思
わ
れ
、
旧
爵
に
準
じ
た
新
た
な
爵
を
与
え
た
り
、
旧
帰
属

国
に
お
け
る
社
会
的
地
位
を
把
握
し
た
り
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ

た
と
推
測
で
き
る
。

　
工
藤
元
男
氏
の
「
真
」
を
「
他
国
出
身
者
＝
客
」
の
法
制
上
の
表

現
と
す
る
説
は
、
「
官
邦
」
か
ら
「
秦
」
へ
の
移
動
を
想
定
す
る
点
で
、

ま
こ
と
に
傾
聴
に
値
す
る
見
解
で
あ
っ
た
。
し
か
し
以
上
見
て
き
た

よ
う
に
、
「
真
」
は
投
降
・
帰
属
し
て
「
秦
」
に
編
入
さ
れ
た
民
や
、
「
秦
」

の
血
統
を
受
け
継
い
で
い
な
い
「
臣
邦
人
」
を
指
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
、
こ
れ
ら
全
て
を
「
客
」
と
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
何
よ
り
睡
虎
地
秦
簡
『
法
律
答
間
』
に
は
、
「
諸

侯
客
」
な
ど
の
「
客
」
概
念
が
別
個
に
見
え
て
お
り
、
明
ら
か
に
他
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国
や
他
地
域
か
ら
の
「
訪
問
者
」
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
『
史
記
』

李
斯
列
伝
の
「
逐
客
令
」
に
お
い
て
も
、
「
客
」
は
他
国
か
ら
秦
に

来
て
仕
官
し
て
い
る
人
物
を
指
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
少
な
く
と

も
「
逐
客
令
」
が
、
占
領
地
で
編
戸
さ
れ
た
住
民
す
べ
て
を
国
外
追

放
す
る
内
容
で
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
つ
ま
り
「
真
」
の
中
に

「
官
邦
」
か
ら
の
「
客
」
が
含
ま
れ
る
と
し
て
も
、
「
真
」
全
て
を
「
客
」

と
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
「
真
」
の
意
味
を
「
純
粋
な
非
秦

人
」
と
解
釈
し
た
が
、
以
上
の
考
察
に
従
え
ば
必
ず
し
も
十
全
な
定

義
で
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
「
真
」
は
「
純
粋
な
非
秦
人
」
（
秦

の
血
統
を
全
く
引
い
て
い
な
い
臣
邦
・
它
邦
の
人
）
に
加
え
、
そ
こ

か
ら
「
秦
」
に
帰
属
し
た
第
一
世
代
の
人
、
つ
ま
り
「
純
粋
な
非
秦

人
出
身
者
」
を
含
む
可
能
性
が
あ
り
、
こ
こ
に
補
足
し
て
お
き
た
い

と
考
え
る
。
た
だ
し
非
秦
人
に
出
自
を
持
つ
者
で
あ
っ
て
も
、
「
秦
」

に
帰
属
し
た
以
上
は
、
そ
の
子
供
が
「
秦
（
夏
）
」
と
認
定
さ
れ
た

こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
を
留
意
す
る
こ
と
に
よ
り
、
諸

侯
国
出
身
の
人
々
が
秦
・
漢
に
編
入
さ
れ
る
過
程
を
無
理
な
く
理
解

で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

四
、
異
民
族
と
郡
県
民
と
の
逕
庭

　
こ
こ
で
言
及
し
て
お
き
た
い
の
が
、
上
記
の
諸
侯
国
人
の
場
合



と
、
「
蛮
夷
」
や
「
戎
」
・
「
夷
」
な
ど
の
。
異
民
族
”
と
で
、
帰
属
・

編
成
の
扱
い
が
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ

る
。
漢
代
の
異
民
族
統
治
の
あ
り
方
全
般
を
考
察
す
る
余
裕
は
な
い

が
、
こ
こ
で
は
秦
漢
交
代
期
の
事
例
か
ら
読
み
取
れ
る
点
を
中
心
に
、

異
民
族
が
服
属
し
た
場
合
の
特
質
を
幾
つ
か
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
第
一
に
、
服
属
し
た
異
民
族
集
団
に
お
け
る
既
存
の
社
会
組

織
の
存
続
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
戦
国
秦
の
恵
文
王
期
に
清
江
流
域
で

服
属
し
た
廩
君
巴
氏
は
「
蛮
夷
君
長
」
と
し
て
異
民
族
を
統
率
す
る

存
在
で
あ
っ
た
し
、
同
じ
く
戦
国
秦
の
昭
襄
王
期
に
中
で
服
属
し

た
板
循
蛮
は
、
郡
県
治
下
で
「
七
姓
」
の
「
渠
帥
」
ご
と
に
服
属
し

て
い
た
。
両
者
の
待
遇
は
漢
代
に
も
基
本
的
に
受
け
継
が
れ
た
と
い

う
。
『
奏
識
書
』
案
例
一
は
、
漢
初
の
南
郡
夷
道
で
発
生
し
た
「
蛮

夷
大
男
子
」
母
憂
の
逃
亡
事
件
で
あ
る
が
、
母
憂
は
供
述
中
で
「
君
長
」

に
所
属
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
彼
ら
は
郡
県
道
の
界
内
に
お
い

て
服
属
し
つ
つ
も
、
社
会
組
織
を
解
体
し
て
郷
里
に
編
成
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
「
君
長
」
や
「
渠
帥
」
の
も
と
に
属
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
換
言
す
れ
ば
「
地
域
」
と
し
て
は
秦
や
漢
の
領
域
内
に
囲
い

込
ま
れ
つ
つ
、
「
人
」
の
所
属
と
し
て
は
一
般
の
郷
・
里
で
は
な
く
、

血
縁
的
集
団
な
ど
を
維
持
し
、
世
襲
的
な
地
位
を
持
つ
統
治
階
層
に

率
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
優
遇
税
制
の
原
則
で
あ
る
。
服
属
し
た
異
民
族
集
団
は

原
則
と
し
て
王
朝
側
と
盟
約
を
結
び
、
税
制
や
刑
制
の
上
で
優
遇
を

受
け
、
特
例
的
な
貢
納
物
を
君
長
階
層
を
通
じ
て
納
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
中
村
威
也
氏
ら
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
帰
属
し
た
異

民
族
の
戸
口
が
何
ら
か
の
簿
籍
に
よ
り
把
握
さ
れ
、
郡
－
県
・
道
に

よ
る
管
轄
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
編

成
は
、
明
ら
か
に
一
般
の
郡
県
民
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
戸
口

把
握
の
状
況
も
場
合
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
っ
た
。
端
的
に
言
え
ば
異

民
族
集
団
は
郡
県
・
道
の
治
下
で
「
君
長
」
な
ど
を
通
じ
た
間
接
統

治
下
に
お
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
現
実
に
は
、
こ
う
し
た
間
接
統
治
の
原
則
は
、
し
ば
し

ば
現
場
の
官
吏
に
よ
る
侵
奪
・
介
入
を
被
っ
て
い
た
。
『
奏
識
書
』

案
例
一
の
場
合
で
は
、
南
郡
都
尉
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
夷
道
の
尉

が
、
夷
道
の
界
内
に
居
住
す
る
「
蛮
夷
」
を
徴
発
し
て
い
る
。
逃
亡

し
た
母
憂
が
「
蛮
夷
の
大
男
子
、
歳
ご
と
に
五
十
六
銭
を
出
し
て
以

て
徭
賦
に
当
つ
れ
ば
、
屯
と
為
る
に
当
た
ら
ず
」
、
「
君
長
有
り
、
歳

ご
と
に
賓
銭
を
出
し
て
以
て
徭
賦
に
当
つ
れ
ば
、
即
ち
復
な
り
」
と

述
べ
て
い
る
点
に
留
意
す
れ
ば
、
「
蛮
夷
」
が
「
君
長
」
を
通
じ
て

租
税
を
納
入
し
、
「
復
」
（
徭
役
免
除
）
の
特
権
を
有
し
て
い
た
こ
と

は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
道
官
た
ち
は
、
律
文
に
「
蛮
夷
を
屯

卒
に
徴
発
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
明
言
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
根
拠

に
、
徴
発
を
既
成
事
実
化
し
、
母
憂
を
逃
亡
罪
と
し
て
裁
こ
う
と
す

る
。
こ
う
し
た
道
官
ら
の
発
言
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
「
蛮
夷
」
を
屯

卒
に
徴
発
す
る
か
ど
う
か
は
、
本
来
の
盟
約
の
中
で
定
め
ら
れ
て
い
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な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
上
級
審
の
判
断
は
分
か
れ
た
が
、
廷
尉
の

判
断
に
よ
り
母
憂
は
結
局
、
要
斬
刑
の
判
決
を
受
け
た
。
裁
判
の
過

程
で
母
憂
は
「
君
長
有
り
」
と
訴
え
、
自
ら
が
遺
言
よ
り
先
に
「
君

長
」
に
所
属
す
る
事
実
を
主
張
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
裁
判
の
中

で
「
君
長
」
の
関
与
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
こ
に
は
都
尉
－
道
尉
の

軍
事
的
徴
発
権
が
「
君
長
」
と
属
民
と
の
関
係
性
を
切
断
す
る
よ
う

に
横
ざ
ま
か
ら
入
り
込
み
、
そ
れ
を
道
・
郡
・
廷
尉
の
司
法
判
断
が

既
成
事
実
化
し
て
い
る
構
図
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
以
上
の
よ
う
な
異
民
族
の
人
々
は
、
少
な
く
と
も
固
有

の
社
会
組
織
を
維
持
す
る
限
り
、
「
秦
」
や
「
漢
」
と
は
見
な
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
『
奏
識
書
』
案
例
一
は
服
属
異
民
族
を
「
蛮
夷
」

と
記
載
し
て
い
る
し
、
『
後
漢
書
』
は
戦
国
秦
が
板
循
蛮
と
結
ん
だ

盟
約
を
、

昭
王
之
を
嘉
す
る
も
、
其
の
夷
人
な
る
を
以
て
封
を
加
う
る
を

欲
せ
ず
、
乃
ち
刻
石
盟
要
し
、
夷
人
の
頃
田
を
復
し
て
租
せ
ず
、

十
妻
ま
で
算
せ
ず
、
人
を
傷
つ
く
る
者
は
論
じ
、
人
を
殺
す
者

は
銭
を
以
て
死
を
贖
う
を
得
し
む
。
盟
に
日
く
、
秦
、
夷
を

犯
さ
ば
、
黄
蘢
一
双
を
輸
れ
し
め
ん
。
夷
、
秦
を
犯
さ
ば
、
清

酒
一
鐘
を
輸
れ
し
め
ん
と
。
夷
人
之
に
安
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
後
漢
書
』
南
蛮
西
南
夷
列
伝
）

と
記
載
す
る
。
こ
こ
に
は
「
秦
」
と
「
夷
」
と
が
明
ら
か
に
別
個
の

概
念
と
し
て
記
述
さ
れ
、
異
民
族
が
服
属
し
て
戸
口
を
把
握
さ
れ
た

後
も
決
し
て
「
秦
」
と
同
一
視
さ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
秦
の
統
治
領

域
に
あ
っ
て
「
秦
」
と
「
夷
」
と
が
別
個
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
並

存
し
て
い
た
事
実
を
確
認
で
き
る
。

　
す
る
と
異
民
族
集
団
が
服
属
す
る
場
合
と
、
諸
侯
国
の
民
が
帰
属

し
た
場
合
と
の
最
大
の
相
違
点
は
、
先
に
挙
げ
た
段
階
①
に
当
た
る

帰
属
時
の
「
爲
秦
」
・
「
爲
漢
」
が
前
者
に
認
め
ら
れ
な
い
点
に
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
彼
ら
の
言
語
や
風
俗
習
慣
が
異
な
る
こ
と
を
除
く
の

ほ
か
、
何
よ
り
異
民
族
固
有
の
社
会
組
織
が
介
在
し
て
い
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
つ
ま
り
集
団
が
完
全
に
破
砕
さ
れ
た
場
合
は
「
秦
」
や
「
漢
」

に
編
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
集
団
が
存
続
し
て
い
る
場
合
に

は
、
王
朝
に
「
蛮
夷
」
と
し
て
戸
口
を
把
握
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
「
秦
」
・
「
漢
」
に
は
数
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
郡
県
領
域
内
に
囲
い
込
ま
れ
た
異
民
族
集
団
は
、

戦
国
秦
で
は
「
臣
邦
」
に
含
ま
れ
、
漢
代
で
は
「
内
属
」
し
た
異
民

族
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
。
戦
国
秦
や
漢
帝
国
の
領
域
内
部
に
は
、
こ

う
し
た
。
内
属
す
れ
ど
も
帰
化
せ
ざ
る
”
異
民
族
が
広
く
分
布
し
て

い
た
。
小
林
聡
氏
や
熊
谷
滋
三
氏
が
論
ず
る
よ
う
に
、
か
か
る
「
内

属
」
と
は
「
内
臣
」
化
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

「
内
臣
」
化
は
決
し
て
「
秦
化
」
や
「
漢
化
」
と
同
義
で
は
な
い
。
「
内

属
」
す
れ
ば
原
則
的
に
漢
民
と
同
じ
扱
い
に
な
っ
た
は
ず
だ
と
は
言
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え
な
い
の
で
あ
る
。

　
『
奏
識
書
』
案
例
一
の
事
例
を
見
る
限
り
、
彼
ら
が
秦
や
漢
の
律

令
に
よ
る
統
治
、
い
わ
ば
実
効
支
配
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
争
わ
れ

な
い
。
だ
が
官
吏
に
よ
る
動
員
や
徴
発
を
、
制
度
的
に
確
立
し
た
も

の
と
と
ら
え
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
当
該
案
例
は
「
蛮
夷
」
が

郡
・
遺
官
に
よ
る
徴
発
、
つ
ま
り
郡
県
化
の
力
学
に
晒
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
物
語
る
が
、
同
時
に
官
吏
の
苛
斂
誅
求
が
、
盟
約
や
律
令
の

空
隙
を
縫
う
形
で
、
既
成
事
実
の
積
み
重
ね
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
異
民
族
か
ら
郡
県
民
へ
の
里
程
を
考
え
た
場
合
、
と
く
に

君
長
階
層
に
つ
い
て
は
、
「
列
侯
」
な
ど
の
高
位
の
爵
を
与
え
る
こ

と
で
、
一
般
属
民
よ
り
も
「
同
化
」
の
力
が
及
び
や
す
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
戦
国
秦
の
時
点
で
「
戎
君
公
」
な
る
存
在
が
認
め
ら

れ
る
し
、
前
漢
中
期
以
降
は
投
降
胡
人
や
投
降
越
人
の
統
治
階
層
を

列
侯
に
封
ず
る
事
例
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
統
治
階
層
の
懐
柔

と
同
時
に
、
異
民
族
集
団
と
は
別
の
封
邑
を
与
え
る
こ
と
で
、
彼
ら

を
も
と
も
と
の
集
団
か
ら
引
き
離
し
、
既
存
の
社
会
組
織
の
解
体
を

促
す
狙
い
も
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

結
語

得
ら
れ
た
知
見
は
以
下
の
通
り
。

　
一
、
睡
虎
地
秦
簡
『
法
律
答
問
』
の
「
夏
子
」
と
は
、
「
秦
」
の

外
延
に
設
け
ら
れ
た
。
準
秦
人
”
と
い
う
べ
き
概
念
で
あ
り
、
秦
に

臣
属
し
た
「
臣
邦
」
の
中
で
も
、
と
く
に
秦
人
女
性
の
降
嫁
が
許
さ

れ
た
統
治
階
層
の
子
弟
の
み
を
指
す
呼
称
で
あ
っ
た
。
一
方
、
そ
の

対
義
語
た
る
「
真
」
は
、
秦
人
の
血
統
を
全
く
受
け
継
い
で
い
な
い
「
臣

邦
人
」
の
大
多
数
や
「
它
邦
人
」
、
そ
し
て
「
官
邦
」
の
出
身
者
で
「
秦
」

や
「
臣
邦
」
に
帰
属
し
た
第
一
世
代
を
意
味
す
る
呼
称
で
あ
り
、
「
純

粋
な
非
秦
人
」
お
よ
び
そ
の
出
身
者
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　
二
、
『
奏
識
書
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
史
料
か
ら
、
秦
・
漢
に
よ

る
諸
侯
国
人
の
帰
属
・
編
成
の
過
程
は
次
の
三
つ
の
段
階
に
復
元
で

き
ど
る
。

　
①
投
降
・
降
伏
に
よ
る
「
国
（
邦
）
」
の
帰
属
の
変
化

　
②
戸
籍
へ
の
登
記
に
よ
る
郡
県
民
と
し
て
の
編
成

　
③
第
二
世
代
以
降
、
生
ま
れ
つ
き
の
「
秦
」
・
「
漢
」
と
し
て
処
遇

　
こ
う
し
て
帰
属
し
た
第
一
世
代
は
、
旧
所
属
国
の
爵
を
保
持
し
続

け
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
い
わ
ば
「
帰
化
人
」
に
対

す
る
過
渡
的
扱
い
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
帰
属
し
た
人
々
は
た
だ
ち

に
「
秦
」
・
「
漢
」
の
郡
県
民
に
編
入
さ
れ
、
第
二
世
代
か
ら
は
生
ま

れ
つ
き
の
民
と
し
て
全
く
同
化
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
次
に
見

以
上
、
秦
漢
交
代
期
の
民
・
夷
の
帰
属
・
編
入
過
程
を
考
察
し
、
　
る
異
民
族
の
場
合
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
秦
・
漢
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王
朝
と
他
の
諸
侯
国
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
邦
」
を
別
に
し
つ
つ
も
、

そ
の
民
同
士
は
基
本
的
に
帰
属
可
能
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
。
当
時
漢
族
意
識
は
な
お
未
成
立
で
あ
る
が
、
戦
国
諸
国
共
通
の

「
戎
狄
蛮
夷
」
に
対
す
る
差
異
認
識
と
、
そ
の
裏
返
し
と
し
て
の
共

属
意
識
は
、
確
か
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
三
、
異
民
族
が
社
会
組
織
を
保
持
し
た
ま
ま
服
属
し
た
場
合
は
、

段
階
①
に
該
当
す
る
「
秦
」
・
「
漢
」
へ
の
同
化
が
認
め
ら
れ
ず
、
服

外
臣

う
ち

構
造
で
あ
る
。
本
稿
冒
頭
に
示
し
た
四
つ
の
系
統
の
研
究
の

第
一
系
で
は
「
内
臣
／
外
臣
」
構
造
の
戦
国
秦
へ
の
遡
及
が

議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
第
四
系
で
は
逆
に
漢
初
に
お
け
る
「
内
臣
／

外
臣
」
構
造
の
未
成
立
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
相
反
す
る
二
つ
の
研

究
成
果
は
ど
の
よ
う
に
整
合
化
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
戦
国
秦

と
漢
帝
国
の
間
に
介
在
す
る
統
一
泰
の
国
制
や
、
漢
代
以
降
の
異
民

族
統
治
政
策
に
つ
い
て
も
、
新
出
簡
牘
資
料
の
増
加
に
伴
い
新
た
な

属
後
も
間
接
続
治
下
に
置
か
れ
、
郡
県
民
と
は
区
別
さ
れ
続
け
た
。
　
研
究
が
可
能
と
な
っ
て
来
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
次
の
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
段
階
②
に
あ
た
る
戸
口
の
把
握
も
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
場
合
も
　
　
本
稿
の
作
業
は
、
い
わ
ば
秦
・
漢
王
朝
の
統
治
構
造
の
傘
の

一
般
の
郡
県
民
と
は
別
の
優
遇
政
策
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
で
　
。
縁
”
に
当
た
る
部
分
、
他
の
国
や
民
族
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
取

も
彼
ら
に
は
秦
・
漢
の
律
令
支
配
が
及
ん
で
お
り
、
現
場
の
官
吏
に
　
り
込
ま
れ
て
い
た
の
か
を
追
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
工
藤
元
男
氏
を

よ
る
介
入
・
侵
奪
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
、
郡
県
化
の
力
学
に
晒
さ
れ
　
は
じ
め
と
す
る
先
行
研
究
の
見
解
と
異
な
る
結
論
に
な
っ
た
が
、
無

て
い
た
。
異
民
族
に
対
す
る
間
接
統
治
の
原
理
は
、
こ
う
し
た
圧
力
　
論
そ
れ
は
諸
氏
の
研
究
の
価
値
を
些
か
も
減
ず
る
も
の
で
は
な
い
。

の
下
で
「
同
化
」
も
し
く
は
離
叛
へ
と
傾
斜
す
る
可
能
性
を
常
に
は
　
工
藤
氏
ら
に
よ
る
先
駆
的
な
考
察
と
モ
デ
ル
化
が
な
け
れ
ば
、
批
判

ら
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
王
朝
か
ら
異
民
族
の
統
治
階
層
に
対
　
的
検
証
に
よ
る
認
識
の
精
緻
化
は
不
可
能
で
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
帰

し
て
封
爵
を
与
え
る
こ
と
で
、
彼
ら
を
懐
柔
す
る
と
と
も
に
、
異
民
　
属
・
編
入
過
程
と
い
っ
た
史
料
に
残
り
に
く
い
論
点
の
問
題
化
す
ら

族
集
団
か
ら
分
断
し
取
り
込
む
力
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
異
民
族
に
　
困
難
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
む
ろ
ん
筆
者
の
検
討
過
程
に
も
、
多
く
の

与
え
ら
れ
る
封
爵
に
も
、
異
民
族
固
有
の
地
位
を
承
認
す
る
性
格
の
　
不
十
分
な
点
や
脱
誤
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
諸
賢
の
叱
正

も
の
と
、
列
侯
な
ど
王
朝
の
爵
制
秩
序
に
即
し
た
性
格
の
も
の
が
存
　
を
請
い
た
い
と
考
え
る
。

在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
「
内
属
」
か
ら
郡
県
民
に
至
る
里

程
の
解
明
と
合
わ
せ
て
、
な
お
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
次
の
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
秦
漢
時
代
の
「
内
臣
／
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